
1.	 はじめに

鳥取大学附属中学校では，生徒が既有の知

識や技能を組み合わせて未知の問題を解決す

る活動を「やりくり」と呼んでいる。「やりくり」

という言葉は，家計の「やりくり」といった使

われ方をされているように，限定された範囲内

であれこれと操作して都合をつけるという意

味がある1）。日常的な言葉であるため，教師が

共通のイメージを持ちやすく，授業づくりの際

のキーワードとして用いられている。

この「やりくり」という言葉をキーワードと

したことの目的は，これまでに鳥取大学附属

中学校において研究を進めていく中で，生徒

に対して自立的，創造的，探究的な学びを促

すための共通認識とするためである2）。よって，

鳥取大学附属中学校では，このような目的を

実現するための授業を「やりくり」授業と呼ん

でいる。

しかし，授業で生徒に対して自立的，創造

的，探究的に取り組ませるための授業に関し

て，キーワードによってイメージしやすくなっ

たとはいえ，実際に授業を設計するとなると，

教師の 「やりくり」 授業に対する意欲と 「やりくり」 授業を 
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生徒に意欲を持たせたり，自主的に理解でき

ない内容を調査させたりといった活動を促す

ためのコンテンツを考え出す必要があり，困難

な作業であることに変わりはない。当然，そう

した困難さが教師に対して負荷をかけることに

なるため，「やりくり」という言葉のイメージ

のしやすさとは裏腹に，教師の授業づくりへの

取りかかりやすさという点にはつながりにくい

と考えられる。

つまり，今後，より意欲的に「やりくり」授

業を作り出していくためには，教師が「やりく

り」授業に対して抱いている意識を明らかにし，

意欲的に授業を作る教師の意識やそうではな

い教師の意識を構造的に分析し，意欲的に授

業づくりができる考え方，さらには，実践を通

した自己の変容について明確にしていくことが

肝要である。

そこで，本研究の目的は，意欲的に「やりく

り」授業を設計していく教師の在り方を明らか

にするため，教師の意識を調査，分析し，「や

りくり」授業を作成する際の意識や「やりくり」

授業により得られた実感について，探索的に

検討することとした。

2.	 研究の方法

2.1.		調査の対象および時期

鳥取大学附属中学校において授業を担当し

ている教師 21 名を対象とし，質問紙調査を実

施した。有効回答は 19 名（90.48%）であった。

調査期間は 2021 年 12 月下旬とし，Web に設

定したフォームを用いて，各教師の時間がとれ

る時間帯で，自由に回答できるようにした。

2.2.		調査の内容

調査は，「やりくり」授業をつくることに対

する意欲および「やりくり」授業に関する意識

を問うものとした。

「やりくり」授業を作ることに対する意欲に

ついては，「『やりくり』授業を設計することは

楽しいですか？」（以下，授業設計の楽しさ）と

いう質問で，「とても楽しい」，「まあ楽しい」，「ど

ちらともいえない」，「あまり楽しくない」，「全

く楽しくない」の 5 件法により回答を求めた。

また，「やりくり」授業に関する意識を問うも

のについては，「『やりくり』授業を作る際に，

どのようなことを意識しますか？」（以下，授業

設計の意識），「『やりくり』授業の実践による

教師の意識の変化を記述してください」（以下，

教師の意識の変化）という質問で，自由記述と

した。

2.3.		分析のアプローチ

授業設計の楽しさの質問により得られた回

答を点数化（とても楽しい：5 点，まあ楽しい：

4 点，どちらともいえない：3 点，あまり楽し

くない：2 点，全く楽しくない：1 点）し，集

計した。授業設計の意識および教師の意識の

変化の質問で得られた自由記述による回答は，

テキストマイニングを行った。テキストマイ

ニングは KHCorder Ver3 を用い，ChaSen によ

る形態素解析を行った。

分析は，授業設計の楽しさの集計により算

出した平均値にもとづいて，平均値より高い回

答をした群を高意欲群，平均値より低い回答

をした群を低意欲群に分類した。次に，自由記

述により得られた回答は，分類した群を外部

変数として，出現回数 2 回以上の語で共起ネッ

トワークを作成した。共起ネットワークを作成

する際には，特徴を捉えやすくするため，最小

スパニング・ツリーだけを描画させた。これに

より得られた共起ネットワークにより，各群に

特徴的な語をもとに，授業設計の楽しさと授業

設計の意識，授業設計の楽しさと教師の意識

の変化，それぞれについて関連性を検討した。

3.	 結果と考察

3.1.		授業設計の楽しさの集計

授業設計の楽しさの回答を集計したものを

表 1に示す。

およそ過半数の教師が「とても楽しい」，「ま

あ楽しい」と回答しており，「あまり楽しくな

い」，「全く楽しくない」では，合わせて 1 名の

回答であった。このことから，全体としては比

較的意欲が高い傾向が確認された。一方，「ど

ちらともいえない」と回答した教師もおよそ過

半数であり，判断を決めかねているという心情
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も見える。回答を点数化した集計は，平均値 = 
3.47 点，SD = 0.68 であった。この得点にもと

づき，「とても楽しい」，「まあ楽しい」を高意

欲群（ n = 9）とし，「どちらともいえない」，「あ

まり楽しくない」，「全く楽しくない」を低意欲

群（ n = 10）とした。

3.2.		授業設計の楽しさと授業設計の意識との

関連性

授業設計の意識の質問で得られた自由記述

の回答を形態素解析したところ，455 語が得ら

れた。これらの語のうち出現回数が 2 回以上

のものを分析対象とした（表 2）。

次に，授業設計の楽しさの回答をもとに分

類した群を外部変数として共起ネットワークを

作成したところ，図 1のネットワークが示され

た。

高意欲群，低意欲群ともに「生徒」という語

が共通してつながっている。具体的な記述を

確認すると，「どのようにしたら、生徒の考え

を深めたり、広げたりできるのか」（低意欲群），

「自然な流れで生徒が夢中になるように」（高意

欲群），などが得られた。これらのコメントから，

どちらの群においても，生徒に対して何らかの

効果を与えようとする意識が働いていることが

示された。

高意欲群に接続されている特徴的な語に着

目すると，「やりくり」，「活動」という語が用

いられている回数が多い。他に「発問」，「自由」，

「解」，「取り組む」，「伝える」，「工夫」，「深め

る」，「考え」が接続されている。これらに関して，

表 1　「やりくり」 授業づくりの意欲

人数（人） 割合（ %）

とても楽しい（5 点） 1 5.26
まあ楽しい（4 点） 8 42.11
どちらともいえない（3 点） 9 47.37
あまり楽しくない（2 点） 1 5.26
全く楽しくない（1 点） 0 0.00

点数：平均 = 3.474, SD = 0.678

表 2　授業設計の楽しさの抽出語

抽出語 品詞 頻度 抽出語 品詞 頻度

生徒 名詞 9 工夫 名詞 2
やりくり 名詞 6 広げる 動詞 2
活動 名詞 5 考え 名詞 2
考える 動詞 3 自由 形容動詞 2
場面 名詞 3 取り組む 動詞 2
知識 名詞 3 深める 動詞 2
発問 名詞 3 素材 名詞 2
たくさん 副詞 2 伝える 動詞 2
解 名詞 2
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が確認された。一方，「どちらともいえない」と回答

した教師もおよそ過半数であり，判断を決めかね

ているという心情も見える。回答を点数化した集計

は，平均値 = 3.47点，SD = 0.68であった。この
得点にもとづき，「とても楽しい」，「まあ楽しい」を

高意欲群(n=9)とし，「どちらともいえない」，「あまり
楽しくない」，「全く楽しくない」を低意欲群(n=10)
とした。 
 

 授業設計の楽しさと授業設計の意識と

の関連性 
 授業設計の意識の質問で得られた自由記述の

回答を形態素解析したところ，455 語が得られた。
これらの語のうち出現回数が 2 回以上のものを分
析対象とした(表 2)。 
 次に，授業設計の楽しさの回答をもとに分類し

た群を外部変数として共起ネットワークを作成した

ところ，図 1のネットワークが示された。 
 高意欲群，低意欲群ともに「生徒」という語が共

通してつながっている。具体的な記述を確認する

と，「どのようにしたら、生徒の考えを深めたり、広

げたりできるのか」(低意欲群)，「自然な流れで生
徒が夢中になるように」(高意欲群)，などが得られ
た。これらのコメントから，どちらの群においても，

生徒に対して何らかの効果を与えようとする意識

が働いていることが示された。 
 高意欲群に接続されている特徴的な語に着目

すると，「やりくり」，「活動」という語が用いられてい

る回数が多い。他に「発問」，「自由」，「解」，「取り

組む」，「伝える」，「工夫」，「深める」，「考え」が接

続されている。これらに関して，例えば「やりくり」，

「活動」が使われているコメントでは，「『やりくり』で

表 授業設計の楽しさの抽出語
抽出語 品詞 頻度  抽出語 品詞 頻度 

生徒 名詞 9  工夫 名詞 2 
やりくり 名詞 6  広げる 動詞 2 
活動 名詞 5  考え 名詞 2 
考える 動詞 3  自由 形容動詞 2 
場面 名詞 3  取り組む 動詞 2 
知識 名詞 3  深める 動詞 2 
発問 名詞 3  素材 名詞 2 
たくさん 副詞 2  伝える 動詞 2 
解 名詞 2     

図 授業設計の楽しさを外部変数とした授業設計の意識に関する共起ネットワーク図 1　授業設計の楽しさを外部変数とした授業設計の意識に関する共起ネットワーク
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例えば「やりくり」，「活動」が使われているコ

メントでは，「『やりくり』できる材料？がある

か確認すること」，「生徒が活動したくなる発問

（活動）になっているかということ」などが得

られており，「やりくり」場面における生徒の

活動内容が意識されていると考えられる。また，

「発問」が使われているコメントでは「発問の

仕方，どこをやりくりさせるか」，「自由」では

「ねらい、自由度、どのように問うか？」など

が得られた。これらからは，発問によって試行

錯誤させる場面における自由な思考活動が意

識されていると考えられる。さらに，「解」，「深

める」が用いられているコメントでは「統合し

たり、一般化したり、解いた後に深められる問

いを設定すること」などが得られており，思考

内容が広く適用されることが意識されていると

考えられる。

以上のように，高意欲群に接続されている

特徴的な語によるイメージをまとめると，「や

りくり」場面における活動的な取り組みにより，

思考を自由に広く適用させる意識があることが

示唆された。

次に低意欲群に接続されている特徴的な語

に着目すると，「考える」，「場面」，「知識」，「た

くさん」，「広げる」，「与える」，「素材」，「内容」

が接続されている。これらに関して，例えば

「知識」が用いられているコメントでは，「既存

の知識を使う内容で、発展的なことに取り組ま

せること」，「場面」が用いられているコメント

では「『教える場面』と『やりくりさせる場面』

の判断」，「素材」，「与える」が用いられている

コメントでは「『やりくり』に活用できる素材

をたくさん生徒に与えること」などが得られた。

これらのコメントからは，「やりくり」に際し

て事前に知識が必要であることが意識されて

いると考えられる。また，「内容」が用いられ

ているコメントでは「生徒の興味がもてる内容

で、解にたどり着けるギリギリのラインを見極

めること」，「広げる」が用いられているコメン

トからは「思考の幅を広げるためにはどうすれ

ば良いか、という点」などが得られた。これら

のコメントからは，思考に際して教師が生徒に

影響を与えようとすることが意識されていると

考えられる。

以上のように，低意欲群に接続されている

特徴的な語によるイメージをまとめると，「や

りくり」に必要な知識を与え，思考を統制しよ

うとする意識があることが示唆された。

3.3.		授業設計の楽しさと教師の意識の変化と

の関連性

教師の意識の変化における自由記述の回答

を形態素解析したところ，612 語が得られた。

これらの語のうち出現回数が 2 回以上のものを

分析対象とした（表 3）。

次に，授業設計の楽しさの回答をもとに分類

した群を外部変数として共起ネットワークを作

成したところ，図2のネットワークが示された。

高意欲群，低意欲群ともに「授業」という語

が共通してつながっている。具体的な記述を確

認すると，「授業のゴール（目的）をより意識す

るようになる」（高意欲群），「生徒のアウトプッ

ト場面で使えるようにしていきたいと授業を考

えるようになった」（低意欲群）などが得られた。

これらのコメントから，どちらの群においても，

授業に関して，意識が変化したと感じている教

師が多いことが示された。

高意欲群に接続されている特徴的な語に着

目すると，「意識」，「思う」，「感じ」という語

が用いられていることが示された。これらの語

のうち，「意識」，「感じ」では，何が修飾され

ているのか，「思う」では，何を目的としてい

るのかを確認し，意識の変化を捉えることとし

た。具体的なコメントでは，「生徒の発想を大

切に思うようになった」，「柔軟な考え方ができ

表 3　教師の意識の変化の抽出語

抽出語 品詞 頻度 抽出語 品詞 頻度

やりくり 名詞 11 作る 動詞 3
授業 名詞 8 素材 名詞 3
場面 名詞 8 与える 動詞 3
生徒 名詞 8 学年 名詞 2
意識 名詞 6 活動 名詞 2
考える 動詞 5 感じ 名詞 2
思う 動詞 5 固める 動詞 2
自分 名詞 4 変容 名詞 2
感じる 動詞 3
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るようになった（と思う）」，「常に授業をより良

いものにしたいという意識が高まったと思いま

す」などが得られた。これらのコメントからは，

生徒の発想を受け入れる意識が変化していた

り，自分の授業設計への意欲が向上していたり

することが読み取れる。つまり，高意欲群では，

生徒の発想に柔軟に対応し，授業力を向上さ

せようとする意欲の高まりが見られることが示

唆された。

次に，低意欲群では，「生徒」，「考える」，「固

める」，「変容」，「学年」，「自分」，「感じる」，「素

材」，「やりくり」，「与える」，「活動」，「場面」，「作

る」とかなり多くの語が接続されている。これ

らの特徴的な語に着目して，低意欲群の意識に

ついて分析した。特に「生徒」，「場面」，「やり

くり」，「素材」，「与える」に関連するコメントは，

授業設計の意識との関連性も推察される。こ

のことを鑑みてコメントを確認すると，例えば，

「生徒に活動させる場面と、教師が働きかける

場面と、はっきりと区別するようになった」，「や

はり、やりくり場面を意識的に作ろうとしない

と、させられないものだと思っています」，「ま

ずは素材をどのように与え、どのように活用し

てほしいかということを自分の中で固めて与え

るようになった」，「どのような素材を与え、ど

のような発展をねらうのか、自分の中で固めて

から素材を選んだり授業を進めるようになっ

た」などが得られた。これらのコメントからは，

「やりくり」の場面を授業の計画の中で限定的

に捉えたり，「やりくり」に際して教師が生徒

に影響を与えることを前提としていたりと，「や

りくり」を捉える範囲が制限される方向に意識

が向いていることが捉えられる。低意欲群では，

授業設計の意識に関して，「やりくり」に必要

な知識を与え，思考を統制しようとする意識が

あることが示唆されたが，教師の意識の変化で

も同様の意識が見られている。つまり，低意欲

群では，「やりくり」場面を限定的に捉え，生

徒を統制しつつ授業を進める意識を強くして

いる可能性が示唆された。

3.4.		授業設計に対する意識の考察

これまでの分析により，高意欲群では，授

業設計の意識として，「やりくり」場面におけ

る活動的な取り組みにより，思考を自由に広く

適用させる意識があること，また，教師の意

識の変化として，生徒の発想に柔軟に対応し，

授業力を向上させようとする意欲の高まりが見

られることが示唆された。

一方，低意欲群では，授業設計の意識として，
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かなり多くの語が接続されている。これらの特徴的

な語に着目して，低意欲群の意識について分析

した。特に「生徒」，「場面」，「やりくり」，「素材」，

「与える」に関連するコメントは，授業設計の意識

との関連性も推察される。このことを鑑みてコメント

を確認すると，例えば，「生徒に活動させる場面と、

教師が働きかける場面と、はっきりと区別するよう

になった」，「やはり、やりくり場面を意識的に作ろ

うとしないと、させられないものだと思っています」，

「まずは素材をどのように与え、どのように活用し

てほしいかということを自分の中で固めて与えるよ

うになった」，「どのような素材を与え、どのような発

展をねらうのか、自分の中で固めてから素材を選

んだり授業を進めるようになった」などが得られた。

これらのコメントからは，「やりくり」の場面を授業の

計画の中で限定的に捉えたり，「やりくり」に際して

教師が生徒に影響を与えることを前提としていた

りと，「やりくり」を捉える範囲が制限される方向に

意識が向いていることが捉えられる。低意欲群で

は，授業設計の意識に関して，「やりくり」に必要

な知識を与え，思考を統制しようとする意識がある

ことが示唆されたが，教師の意識の変化でも同様

の意識が見られている。つまり，低意欲群では，

「やりくり」場面を限定的に捉え，生徒を統制しつ

つ授業を進める意識を強くしている可能性が示唆

された。 
 

 授業設計に対する意識の考察 
 これまでの分析により，高意欲群では，授業設

計の意識として，「やりくり」場面における活動的な

取り組みにより，思考を自由に広く適用させる意

識があること，また，教師の意識の変化として，生

徒の発想に柔軟に対応し，授業力を向上させよう

とする意欲の高まりが見られることが示唆された。 
 一方，低意欲群では，授業設計の意識として，

「やりくり」に必要な知識を与え，思考を統制しよう

とする意識があること，教師の意識の変化として，

「やりくり」場面の前提として知識の伝達を必須の

ものと考えるなど，「やりくり」の思考を制限し，生

徒を統制しつつ授業を計画的に進める意識を強

図 授業設計の楽しさを外部変数とした教師の意識の変化に関する共起ネットワーク
図 2　授業設計の楽しさを外部変数とした教師の意識の変化に関する共起ネットワーク
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「やりくり」に必要な知識を与え，思考を統制

しようとする意識があること，教師の意識の変

化として，「やりくり」場面の前提として知識

の伝達を必須のものと考えるなど，「やりくり」

の思考を制限し，生徒を統制しつつ授業を計

画的に進める意識を強くしている可能性が示

唆された。

これらの分析結果から，「やりくり」授業を

設計する際に，教師自身が楽しさを感じるため

には，生徒に自由な思考活動を許容することが

重要であると推察される。当然，生徒が自由に

思考することは授業で生徒を統制しにくくなる

ことにもつながり，困難さが伴う。だからこそ，

高意欲群では，自由な生徒の思考活動に対応で

きるような授業力を身につける必要性を感じて

いるのではなかろうか。逆に捉えるならば，そ

のような授業力を身につけようとする意識こそ

が，「やりくり」授業の授業設計を楽しくしてい

るのではないかと考えられる。

一方の低意欲群において，「やりくり」場面

で知識の伝達を必須と捉えてしまう要因とし

て，生徒の統制を必要とする意識が強く働き

すぎているのではないかと考えられる。統制的

に「やりくり」させることは，計画的に授業を

進めることにつながるものの，教師にとっての

時間的制約も強くなる。その結果，授業を設計

する上で窮屈な感覚が生まれ，「やりくり」に

おける授業設計の楽しさが感じられにくくなっ

てしまうのではないかと推察される。

以上の考察を通して，「やりくり」授業を設

計する上で楽しいという感覚を持ちつつ，意欲

的に「やりくり」授業に取り組むためには，生

徒に対して自由な思考を促すとともに，教師自

身はあらゆる生徒の反応に対して，柔軟に対

応できる力を向上させようとする意識が重要で

あることが示唆された。つまり，教師が授業に

おけるファシリテーターの役割をもち，あらゆ

る発言，活動に対して学びへと導く力を身に

つけようとする意識が必要である。逆に，生徒

の活動や思考を統制的に扱うことは，計画性

という点では優れるものの，生徒に対する学び

の楽しさを制限してしまう可能性があるだけで

はなく，教師自身が授業の設計に対する楽しさ

も低減させてしまう可能性がある。教師の授業

に対する意識が大きく転換されることが期待さ

れる。

4.	 まとめと今後の課題

本研究では，教師が「やりくり」授業を意欲

的に設計する上で必要な意識について，探索

的に検討した。その結果，「やりくり」授業に

対して楽しさを感じる教師は，生徒が自由に思

考できるような場面を与え，その場面において

教師が柔軟に対応しようとする意識があること

が示された。一方「やりくり」授業に楽しさを

感じきれない教師は，授業の計画性を重視し，

統制的に「やりくり」させようとする意識があ

ることが示された。これらの検討を踏まえ，「や

りくり」授業に対して，教師自身が意欲的に設

計するためには，生徒の自由な発想に対して，

ファシリテーターとしての役割をもち，その場

で柔軟に対応していくことが重要であることが

示唆された。

しかし，「やりくり」授業に楽しさを感じ，意

欲的に授業を設計するために，生徒に対して自

由な思考場面を与えているのか，統制的である

のかを教師がセルフチェックできることが重要

といえるものの，何を考えさせれば自由な発想

で「やりくり」させられるのかは明確でない。よっ

て，「やりくり」授業の構成要素を明確にする必

要がある。また，教師が「やりくり」授業の設

計に対して肯定的な感情を得ているだけではな

く，設計した授業が生徒の学びに対して効果的

である必要がある。しかし，教師自身が楽しい

と考えて設計された授業が，生徒にどのような

効果を与えているのかは明らかではない。これ

らの検討は，すべて今後の課題とする。
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